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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　台紙に貼り付けられた付箋の内容を更新する旨の通知を受け付ける受付手段と、
　前記付箋の表示形態を、更新中であることを示す表示形態とするように制御する制御手
段
　を有し、
　前記制御手段は、前記付箋と関連する第２の付箋が移動された場合は、該付箋と該第２
の付箋との位置関係を保持して該付箋を移動するように表示を制御する、
　情報処理装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記付箋の位置を、該付箋の更新が完了するまで固定させておくよう
に制御する、
　請求項１記載の情報処理装置。
【請求項３】
　コンピュータを、
　台紙に貼り付けられた付箋の内容を更新する旨の通知を受け付ける受付手段と、
　前記付箋の表示形態を、更新中であることを示す表示形態とするように制御する制御手
段
　として機能させ、
　前記制御手段は、前記付箋と関連する第２の付箋が移動された場合は、該付箋と該第２
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の付箋との位置関係を保持して該付箋を移動するように表示を制御する、
　情報処理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理装置及び情報処理プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、電子文書中にユーザーによって付された複数の電子付箋について、各
電子付箋が付された前記電子文書中の箇所を示す位置情報を取得する位置取得手段と、前
記位置情報に基づいて、付された箇所が同一又は近傍である複数の電子付箋を電子付箋束
としてグループ化するグループ化手段と、前記電子付箋束毎に、当該電子付箋束に含まれ
る複数の電子付箋を、当該複数の電子付箋が付されていた箇所付近に、予め定められた規
則にしたがって整理して配置して、当該電子付箋束を表示する表示手段と、を備え、前記
表示手段は、前記電子付箋束に含まれる複数の電子付箋を重ね合わせて前記電子付箋束を
表示し、前記表示手段には、ユーザー指示に基づいて前記複数の電子付箋の重なり順を順
次変更する改ページ手段が含まれる電子付箋管理装置について開示されている。
【０００３】
　特許文献２には、オブジェクト移動操作において、ユーザーが行う操作を減らすことで
ユーザーの利便性を向上させることが可能な表示入力装置を提供することを課題とし、こ
の表示入力装置では、液晶表示部は、タッチパネル部の複数点を同時にタッチする多点タ
ッチ操作の後、表示中のオブジェクトのうち移動対象のオブジェクトを移動させるための
操作がタッチパネル部に対して行われたとき、多点タッチ操作時にタッチされた複数点の
うちの２点間の距離が予め定められた閾値距離以上であれば、全ての移動対象のオブジェ
クトを一括して移動させることが開示されている。
【０００４】
　特許文献３には、情報が記載された付箋等の画像を含む画面上にて情報共有を行うシス
テムにおいて、ユーザーの付箋の操作に基づいて容易に画面上の情報の更新を行いたいこ
とを課題とし、画像に含まれる、情報が記載された第一の領域から当該情報を抽出して記
憶する記憶手段と、前記画像における第二の領域の情報を取得する取得手段と、投影装置
による、前記第一の領域の情報及び前記第二の領域の情報の表示制御を行う制御手段と、
前記画像において前記第一の領域に前記第二の領域が重なっているか否かを検知する検知
手段と、を有し、前記画像において前記第一の領域に前記第二の領域が重なっていない場
合、前記制御手段は、前記投影装置にて前記第一の領域の情報と前記第二の領域の情報と
をそれぞれ表示させ、前記画像において前記第一の領域に前記第二の領域が重なっている
場合、前記記憶手段は、前記第二の領域の情報を用いて、前記第一の領域の情報を更新し
、前記制御手段は、前記更新された第一の領域の情報を前記投影装置にて表示させること
が開示されている。
【０００５】
　特許文献４には、クライアント装置からサーバーに対して電子的な情報を送出し、その
情報に電子的な付箋を貼付し、貼付した電子的な付箋情報を集計して表示することにより
、円滑な電子情報の共有環境を提供することを課題とし、クライアント装置は、視覚情報
を表示する表示装置と、表示情報を選択して入力する入力装置と、コンテンツを生成する
コンテンツ生成部と、コンテンツを記憶する記憶装置と、コンテンツを送信するネットワ
ーク制御部と、を備え、サーバーは、コンテンツを受信するネットワーク制御部と、上記
コンテンツを付箋貼り付け可能な形式に変換するコンテンツ変換部と、上記変換されたコ
ンテンツの付箋情報の編集を行う付箋編集部と、コンテンツと付箋情報とを関連付けて集
積する付箋集積部と、付箋編集結果及び付箋集積の結果を記憶する記憶装置と、を備える
ことが開示されている。
【０００６】
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　特許文献５には、作業ボード画面上に作業エリアをレイアウト変更可能に配置できるこ
とを課題とし、サーバー及びクライアントがネットワーク接続された業務管理システムで
あって、例えばクライアントは、任意の背景画像を設定可能な作業ボード画面において、
個々の作業の属性が入力された作業付箋を作業エリアに配置して管理し、作業の進捗に伴
う作業付箋の移動に際して、作業付箋に対応する業務管理情報記録処理を行うクライアン
ト側作業エリア管理部と、作業エリアのエリア構成を示すエリア構成情報、及び、作業エ
リアの配置レイアウト属性を示すレイアウト情報を管理すると共に、クライアント側作業
エリア管理部を管理制御するクライアント側作業ボード管理部とを有していることが開示
されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特許第４３８５７７０号公報
【特許文献２】特開２０１４－２２５２９１号公報
【特許文献３】特開２０１４－１１９８１１号公報
【特許文献４】特開２００５－１４１５８９号公報
【特許文献５】特開２００９－２７１６００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　前述の特許文献に記載の技術では、電子付箋（電子カード等ともいわれる。以下、単に
付箋という）に記入した後に、その付箋を台紙に貼り付けることが行われている。
　ところで、会合の進め方又は参加者の思考によっては、付箋の位置を確保した上で、付
箋の記入を行いたい場合がある。前述の特許文献に記載の技術では、更新中の付箋と記入
済みの付箋との区別がつかないことになる。
　そこで、本発明は、台紙に貼り付けられた後に、その付箋の内容を更新する旨の通知を
受けた場合は、表示形態を更新中であることを示す表示形態とするように制御するように
した情報処理装置及び情報処理プログラムを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　かかる目的を達成するための本発明の要旨とするところは、次の各項の発明に存する。
　請求項１の発明は、台紙に貼り付けられた付箋の内容を更新する旨の通知を受け付ける
受付手段と、前記付箋の表示形態を、更新中であることを示す表示形態とするように制御
する制御手段を有し、前記制御手段は、前記付箋と関連する第２の付箋が移動された場合
は、該付箋と該第２の付箋との位置関係を保持して該付箋を移動するように表示を制御す
る、情報処理装置である。
【００１０】
　請求項２の発明は、前記制御手段は、前記付箋の位置を、該付箋の更新が完了するまで
固定させておくように制御する、請求項１記載の情報処理装置である。
【００１２】
　請求項３の発明は、コンピュータを、台紙に貼り付けられた付箋の内容を更新する旨の
通知を受け付ける受付手段と、前記付箋の表示形態を、更新中であることを示す表示形態
とするように制御する制御手段として機能させ、前記制御手段は、前記付箋と関連する第
２の付箋が移動された場合は、該付箋と該第２の付箋との位置関係を保持して該付箋を移
動するように表示を制御する、情報処理プログラムである。
【発明の効果】
【００１３】
　請求項１の情報処理装置によれば、台紙に貼り付けられた後に、その付箋の内容を更新
する旨の通知を受けた場合は、表示形態を更新中であることを示す表示形態とするように
制御することができる。また、付箋と関連する第２の付箋が移動された場合は、その付箋
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とその第２の付箋との位置関係を保持してその付箋を移動するように表示を制御すること
ができる。
【００１４】
　請求項２の情報処理装置によれば、付箋の位置を、その付箋の更新が完了するまで固定
させておくように制御することができる。
【００１６】
　請求項３の情報処理プログラムによれば、台紙に貼り付けられた後に、その付箋の内容
を更新する旨の通知を受けた場合は、表示形態を更新中であることを示す表示形態とする
ように制御することができる。また、付箋と関連する第２の付箋が移動された場合は、そ
の付箋とその第２の付箋との位置関係を保持してその付箋を移動するように表示を制御す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本実施の形態の構成例についての概念的なモジュール構成図である。
【図２】本実施の形態を利用したシステム構成例を示す説明図である。
【図３】本実施の形態を利用したシステム構成例を示す説明図である。
【図４】本実施の形態が使用される会議室等の例と、表示装置、個人端末の使用例を示す
説明図である。
【図５】付箋情報テーブルのデータ構造例を示す説明図である。
【図６】台紙情報テーブルのデータ構造例を示す説明図である。
【図７】本実施の形態による処理例を示すフローチャートである。
【図８】本実施の形態による処理例を示すフローチャートである。
【図９】本実施の形態による処理例を示すフローチャートである。
【図１０】本実施の形態による処理例を示すフローチャートである。
【図１１】本実施の形態による処理例を示す説明図である。
【図１２】本実施の形態による処理例を示す説明図である。
【図１３】本実施の形態による処理例を示す説明図である。
【図１４】本実施の形態による処理例を示す説明図である。
【図１５】本実施の形態による処理例を示す説明図である。
【図１６】本実施の形態による処理例を示す説明図である。
【図１７】本実施の形態による処理例を示すフローチャートである。
【図１８】本実施の形態による処理例を示すフローチャートである。
【図１９】本実施の形態を実現するコンピュータのハードウェア構成例を示すブロック図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、図面に基づき本発明を実現するにあたっての好適な一実施の形態の例を説明する
。
　図１は、本実施の形態の構成例についての概念的なモジュール構成図を示している。
　なお、モジュールとは、一般的に論理的に分離可能なソフトウェア（コンピュータ・プ
ログラム）、ハードウェア等の部品を指す。したがって、本実施の形態におけるモジュー
ルはコンピュータ・プログラムにおけるモジュールのことだけでなく、ハードウェア構成
におけるモジュールも指す。それゆえ、本実施の形態は、それらのモジュールとして機能
させるためのコンピュータ・プログラム（コンピュータにそれぞれの手順を実行させるた
めのプログラム、コンピュータをそれぞれの手段として機能させるためのプログラム、コ
ンピュータにそれぞれの機能を実現させるためのプログラム）、システム及び方法の説明
をも兼ねている。ただし、説明の都合上、「記憶する」、「記憶させる」、これらと同等
の文言を用いるが、これらの文言は、実施の形態がコンピュータ・プログラムの場合は、
記憶装置に記憶させる、又は記憶装置に記憶させるように制御するという意味である。ま
た、モジュールは機能に一対一に対応していてもよいが、実装においては、１モジュール
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を１プログラムで構成してもよいし、複数モジュールを１プログラムで構成してもよく、
逆に１モジュールを複数プログラムで構成してもよい。また、複数モジュールは１コンピ
ュータによって実行されてもよいし、分散又は並列環境におけるコンピュータによって１
モジュールが複数コンピュータで実行されてもよい。なお、１つのモジュールに他のモジ
ュールが含まれていてもよい。また、以下、「接続」とは物理的な接続の他、論理的な接
続（データの授受、指示、データ間の参照関係等）の場合にも用いる。「予め定められた
」とは、対象としている処理の前に定まっていることをいい、本実施の形態による処理が
始まる前はもちろんのこと、本実施の形態による処理が始まった後であっても、対象とし
ている処理の前であれば、そのときの状況・状態にしたがって、又はそれまでの状況・状
態にしたがって定まることの意を含めて用いる。「予め定められた値」が複数ある場合は
、それぞれ異なった値であってもよいし、２以上の値（もちろんのことながら、全ての値
も含む）が同じであってもよい。また、「Ａである場合、Ｂをする」という意味を有する
記載は、「Ａであるか否かを判断し、Ａであると判断した場合はＢをする」の意味で用い
る。ただし、Ａであるか否かの判断が不要である場合を除く。
　また、システム又は装置とは、複数のコンピュータ、ハードウェア、装置等がネットワ
ーク（一対一対応の通信接続を含む）等の通信手段で接続されて構成されるほか、１つの
コンピュータ、ハードウェア、装置等によって実現される場合も含まれる。「装置」と「
システム」とは、互いに同義の用語として用いる。もちろんのことながら、「システム」
には、人為的な取り決めである社会的な「仕組み」（社会システム）にすぎないものは含
まない。
　また、各モジュールによる処理毎に又はモジュール内で複数の処理を行う場合はその処
理毎に、対象となる情報を記憶装置から読み込み、その処理を行った後に、処理結果を記
憶装置に書き出すものである。したがって、処理前の記憶装置からの読み込み、処理後の
記憶装置への書き出しについては、説明を省略する場合がある。なお、ここでの記憶装置
としては、ハードディスク、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、外
部記憶媒体、通信回線を介した記憶装置、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎ
ｇ　Ｕｎｉｔ）内のレジスタ等を含んでいてもよい。
【００１９】
　本実施の形態である情報処理装置１００は、会合において用いられる付箋に関する処理
を行うものであって、図１の例に示すように、通信モジュール１０５、更新付箋モジュー
ル１１０を有している。また、情報処理装置１００は、個人付箋情報処理装置１５０と通
信回線を介して接続されている。
　情報処理装置１００は、具体的には、付箋を用いて、ファシリテーター（一般的には１
人）と複数人の参加者によって行われる会合（ワークショップ、会議、アイデア抽出会、
検討会等）で利用される。参加者は参加者用端末としての個人付箋情報処理装置１５０（
後述する個人端末２８０に該当）を用いて、アイデア等が記載された付箋を作成する。一
般的に、図４の例に示すように、個人付箋情報処理装置１５０として、個人端末２８０Ａ
、個人端末２８０Ｂ等（以下、代表して個人端末２８０という）があり、個人端末２８０
は複数ある。そして、表示装置２７０は、個人端末２８０から付箋を受け取って、台紙（
又は背景）上にその付箋を貼り付ける。ファシリテーターは表示装置２７０の共有画面を
用いて、その台紙上で、付箋の位置を決定又は変更したり、付箋をまとめたり（第１の付
箋と第２の付箋を関連付けること、グループ形成等ともいわれる）、自らも付箋情報の作
成等を行って、その会合を進行させる。なお、本実施の形態において、参加者には、ファ
シリテーターを含む。
【００２０】
　一般に、記入が済んだ付箋を台紙に貼り付けることが行われる。つまり、付箋の記入が
先に行われ、台紙への貼り付けはその後である。
　しかし、会合の進め方又は参加者の思考によっては、付箋の貼り付け位置を確保した上
で、付箋の記入を行いたい場合がある。例えば、ある付箋Ａの内容によって刺激を受けて
発想した場合に、時間を要する記入よりも先に、その付箋Ａに近い位置に貼り付けたい付
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箋Ｂがあることを表明したい場合がある。つまり、付箋Ａと付箋Ｂ（ただし未記入の状態
である付箋）を関連付けておきたい場合である。例えば、付箋Ａが移動させられてしまい
（実際、付箋が貼り付けられた後に、移動させられることは頻繁に発生する）、付箋Ｂを
記入した後では、移動後の付箋Ａの位置を探さなければならないというような場合が発生
するからである。このような場合、付箋Ｂ自体は記入がされていない状態であるが、付箋
Ｂの貼り付け位置だけを確保したいということになる。
　そして、白紙又は書きかけの付箋が台紙に貼り付けられることとなると、記入済みの付
箋との区別がつきにくくなる。例えば、書きかけの付箋を紹介してしまうということが発
生してしまい、ファシリテーターにとっては、会合を進め難い状況となってしまう。
　本実施の形態は、台紙に貼り付けられた後に、その付箋の内容を更新する旨の通知を受
けた場合は、表示形態を更新中であることを示す表示形態とするように制御するものであ
る。
【００２１】
　通信モジュール１０５は、更新付箋モジュール１１０と接続されており、また、通信回
線を介して、個人付箋情報処理装置１５０の通信モジュール１５５と接続されている。通
信モジュール１０５は、個人付箋情報処理装置１５０との通信を行う。例えば、個人付箋
情報処理装置１５０から付箋等を受け付ける。
　更新付箋モジュール１１０は、更新付箋処理モジュール１１５、更新付箋表示制御モジ
ュール１２０を有しており、通信モジュール１０５と接続されている。
　更新付箋処理モジュール１１５は、通信モジュール１０５を介して、台紙に貼り付けら
れた付箋の内容を更新する旨の通知を受け付ける。つまり、「台紙に貼り付けられた」後
に、その付箋の内容を更新する旨の通知を受け付けることになる。その付箋は、白紙であ
ってもよいし、記入途中のものであってもよい。
【００２２】
　更新付箋表示制御モジュール１２０は、更新付箋処理モジュール１１５がその通知を受
け付けた場合、対象としている付箋の表示形態を、更新中であることを示す表示形態とす
るように制御する。
　また、更新付箋表示制御モジュール１２０は、対象としている付箋の位置を、その付箋
の更新が完了するまで固定させておくように制御するようにしてもよい。つまり、その付
箋の記入が完了するまで移動できないようにしている。
　また、更新付箋表示制御モジュール１２０は、対象としている付箋Ａと関連する付箋Ｂ
が移動された場合は、その付箋Ａとその付箋Ｂとの位置関係を保持してその付箋Ａを移動
するように表示を制御するようにしてもよい。つまり、付箋Ｂの移動にともなって、付箋
Ｂと付箋Ａとの位置関係を保ったまま付箋Ａを移動する。ここでの付箋Ａは、更新中であ
る。
【００２３】
　個人付箋情報処理装置１５０は、通信モジュール１５５、更新付箋モジュール１６０を
有している。
　通信モジュール１５５は、更新付箋選択モジュール１６５、付箋更新処理モジュール１
７０と接続されており、また、通信回線を介して、情報処理装置１００の通信モジュール
１０５と接続されている。通信モジュール１５５は、情報処理装置１００との通信を行う
。例えば、情報処理装置１００へ付箋等を送信する。
　更新付箋モジュール１６０は、更新付箋選択モジュール１６５、付箋更新処理モジュー
ル１７０を有している。
　更新付箋選択モジュール１６５は、通信モジュール１５５、付箋更新処理モジュール１
７０と接続されている。更新付箋選択モジュール１６５は、更新すべき付箋を、台紙に貼
り付けられている付箋から選択する。もちろんのことながら、選択対象となる付箋は、白
紙の付箋、書きかけの付箋の他に、記入が済んだ付箋であってもよい。修正等がある場合
があるからである。
　付箋更新処理モジュール１７０は、通信モジュール１５５、更新付箋選択モジュール１
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６５と接続されている。付箋更新処理モジュール１７０は、更新付箋選択モジュール１６
５によって選択された付箋に書き込みを行う。この書き込みは、キーボード等を用いたテ
キストの書き込みであってもよいし、電子ペン等を用いた図形データ等の書き込みであっ
てもよいし、画像データ等の書き込みであってもよい。また、通信モジュール１５５を介
して、記入途中のデータを情報処理装置１００に送信するようにしてもよいし、記入が完
了した後に情報処理装置１００に送信するようにしてもよい。
【００２４】
　図２は、本実施の形態を利用したシステム構成例を示す説明図である。このシステム構
成例は、付箋サービス装置２００、表示装置２７０、個人端末２８０を有している。
　付箋サービス装置２００は、表示情報構成モジュール２０５、付箋管理モジュール２１
０、台紙機能管理モジュール２１５、利用台紙管理モジュール２２０、台紙操作モジュー
ル２３０、付箋作成・操作モジュール２３５、付箋・台紙情報ＤＢ２４０、操作情報ＤＢ
２４５を有している。付箋サービス装置２００は、図１の例に示した情報処理装置１００
の更新付箋モジュール１１０を台紙操作モジュール２３０として、付箋サービス装置２０
０内に組み込んだ形態を示したものである。つまり、台紙操作モジュール２３０内には、
更新付箋モジュール１１０内のモジュールを含んでいる。
【００２５】
　表示情報構成モジュール２０５は、付箋管理モジュール２１０、台紙機能管理モジュー
ル２１５、表示装置２７０の表示モジュール２７２、個人端末２８０の表示モジュール２
８２と接続されている。表示情報構成モジュール２０５は、台紙に貼り付けられた付箋等
の表示情報（表示画像）を生成し、表示装置２７０又は個人端末２８０の液晶ディスプレ
イ等の表示装置に表示させる。
　付箋管理モジュール２１０は、表示情報構成モジュール２０５、付箋・台紙情報ＤＢ２
４０と接続されている。付箋管理モジュール２１０は、個人端末２８０又は表示装置２７
０で作成された付箋を管理する。
　台紙機能管理モジュール２１５は、表示情報構成モジュール２０５、操作情報ＤＢ２４
５と接続されている。台紙機能管理モジュール２１５は、その会合で用いられている台紙
の機能を管理する。例えば、台紙にしたがって付箋を貼り付ける位置を制御する等がある
。
　利用台紙管理モジュール２２０は、台紙操作モジュール２３０、付箋・台紙情報ＤＢ２
４０と接続されている。利用台紙管理モジュール２２０は、その会合で利用する台紙を管
理する。例えば、表示装置２７０のユーザー（主にファシリテーター）の操作によって選
択された台紙を利用する。
【００２６】
　台紙操作モジュール２３０は、利用台紙管理モジュール２２０、付箋・台紙情報ＤＢ２
４０、操作情報ＤＢ２４５、表示装置２７０の台紙・付箋操作モジュール２７４、個人端
末２８０の台紙・付箋操作モジュール２８４と接続されている。台紙操作モジュール２３
０は、表示装置２７０又は個人端末２８０におけるユーザーの操作にしたがって、台紙に
対する処理を行う。台紙の設定、交換、台紙自身が機能（例えば、前述したように、付箋
を貼り付ける位置の制御等）を有している場合は、その機能に応じた処理を行う。
　付箋作成・操作モジュール２３５は、付箋・台紙情報ＤＢ２４０、操作情報ＤＢ２４５
、表示装置２７０の台紙・付箋操作モジュール２７４、個人端末２８０の台紙・付箋操作
モジュール２８４と接続されている。付箋作成・操作モジュール２３５は、表示装置２７
０又は個人端末２８０におけるユーザーの操作にしたがって、付箋の作成、付箋の内容の
編集、付箋の操作（移動、拡大縮小、表示形態（形状、模様、色彩若しくはこれらの結合
又はこれらが動的に変化する（例えば、フラッシュ、アニメーション等）ことを含む。）
の変更、グループ化等）等を行う。そして、前述した図１の例に示した情報処理装置１０
０の機能を有している。
【００２７】
　付箋・台紙情報ＤＢ２４０は、付箋管理モジュール２１０、利用台紙管理モジュール２
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２０、台紙操作モジュール２３０、付箋作成・操作モジュール２３５、操作情報ＤＢ２４
５と接続されている。付箋・台紙情報ＤＢ２４０は、属性情報を含む。付箋・台紙情報Ｄ
Ｂ２４０は、例えば、図５の例に示す付箋情報テーブル５００、図６の例に示す台紙情報
テーブル６００を記憶している。
【００２８】
　図５は、付箋情報テーブル５００のデータ構造例を示す説明図である。付箋情報テーブ
ル５００は、付箋ＩＤ欄５１０、貼付位置欄５１５、サイズ欄５２０、作成日時欄５２５
、作成者欄５３０、貼付日時欄５３５、更新中欄５４０、更新者欄５４５、色欄５５０、
枠線形状欄５５５、枠線色欄５６０、枠線太さ欄５６５、所属グループ欄５７０、選択回
数欄５７５、接続付箋数欄５８０、接続付箋ＩＤ欄５８５、接続方向欄５９０、内容種別
欄５９５、内容欄５９７を有している。付箋ＩＤ欄５１０は、付箋を、本実施の形態にお
いて一意に識別するための情報（付箋ＩＤ：ＩＤｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）を記憶して
いる。貼付位置欄５１５は、その付箋が貼り付けられている位置を記憶している。つまり
、台紙上の位置を記憶している。例えば、台紙のＸＹ座標系における座標である。具体的
には、付箋作成・操作モジュール２３５の移動処理によって特定された位置である。サイ
ズ欄５２０は、その付箋のサイズを記憶している。例えば、表示する付箋が矩形である場
合は、幅と高さを記憶している。作成日時欄５２５は、その付箋が作成された日時（年、
月、日、時、分、秒、秒以下、又はこれらの組み合わせであってもよい）を記憶している
。作成者欄５３０は、その付箋の作成者（作成者ＩＤ）を記憶している。又は、その付箋
が作成された情報処理装置（共有付箋表示装置２７０又は個人端末２８０の機器ＩＤ）を
記憶してもよい。貼付日時欄５３５は、その付箋が台紙に貼り付けられた日時を記憶して
いる。更新中欄５４０は、その付箋が更新中であるか否かを示す情報（フラグ）を記憶し
ている。更新者欄５４５は、その更新を行っている更新者（ユーザー）を記憶している。
更新者は、１人であってもよいし、複数人であってもよい。色欄５５０は、その付箋の表
示色を記憶している。例えば、更新中であることを示す表示色がある。枠線形状欄５５５
は、その付箋の表示における枠線の形状（実線、点線、破線、波線、二重線等）を記憶し
ている。例えば、更新中であることを示す枠線形状がある。枠線色欄５６０は、その付箋
の表示における枠線の色を記憶している。例えば、更新中であることを示す枠線色がある
。枠線太さ欄５６５は、その付箋の表示における枠線の太さを記憶している。例えば、更
新中であることを示す枠線太さがある。所属グループ欄５７０は、その付箋が所属してい
るグループに関する情報を記憶している。例えば、その付箋がグループに属しているか否
かを示す情報を記憶していてもよいし、グループに属している場合は、グループＩＤやそ
のグループに属している他の付箋ＩＤ等を記憶していてもよい。選択回数欄５７５は、そ
の付箋が選択された回数を記憶している。例えば、議題選択操作による選択回数としても
よい。接続付箋数欄５８０は、その付箋に対して接続された付箋の数を記憶している。そ
の数の分だけ、次の接続付箋ＩＤ欄５８５と接続方向欄５９０が繰り返される。接続付箋
ＩＤ欄５８５は、その付箋に対して接続された付箋の付箋ＩＤを記憶している。接続付箋
ＩＤは、例えば、対象となっている付箋と関連している第２の付箋を抽出するのに用いら
れる。接続方向欄５９０は、その付箋と直前の接続付箋ＩＤ欄５８５の付箋との接続方向
を記憶している。その付箋（又は、直前の接続付箋ＩＤ欄５８５の付箋）が、上流（接続
元）、下流（接続先）のいずれかであることを示す情報であってもよいし、上流（又は、
下流）にある付箋の付箋ＩＤであってもよい。また、無方向の接続である場合は、空白（
ＮＵＬＬ）であってもよいし、接続方向欄５９０そのものが無くてもよい。接続方向は、
例えば、更新対象となっている付箋と関連している第２の付箋との位置関係を示している
ことになり、その第２の付箋が移動した場合は、この位置関係を保持したまま移動するこ
とになる。内容種別欄５９５は、その付箋の内容種別（テキスト情報、手書き文字又は図
形等を示すベクトルデータ、音声情報、写真等の静止画像情報、動画情報等、又はこれら
の組み合わせを示す情報）を記憶している。内容欄５９７は、その付箋に書き込まれてい
る内容を記憶している。なお、付箋が台紙に貼り付けられていない状態では、貼付位置欄
５１５等は空白（ＮＵＬＬ）であってもよいし、予め定められた値（デフォルト値）とし
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てもよい。
【００２９】
　図６は、台紙情報テーブル６００のデータ構造例を示す説明図である。台紙情報テーブ
ル６００は、台紙ＩＤ欄６１０、台紙パターン欄６１５、作成日時欄６２０、作成者欄６
２５を有している。台紙ＩＤ欄６１０は、本実施の形態において、台紙を一意に識別する
ための情報（台紙ＩＤ）を記憶している。台紙パターン欄６１５は、台紙パターンを記憶
している。例えば、白紙、表形式のパターン等がある。特に、表形式のパターンの場合は
、前述したように表内のセルに付箋を貼り付けるように制御されることになる。作成日時
欄６２０は、その台紙の作成日時を記憶している。作成者欄６２５は、その台紙の作成者
を記憶している。
【００３０】
　操作情報ＤＢ２４５は、台紙機能管理モジュール２１５、台紙操作モジュール２３０、
付箋作成・操作モジュール２３５、付箋・台紙情報ＤＢ２４０と接続されている。操作情
報ＤＢ２４５は、操作の履歴を記憶している。例えば、履歴ＩＤ欄、日時欄、対象欄、操
作者欄、操作欄、移動欄（移動欄は、移動元位置欄、移動先位置欄、距離欄によって構成
されている）を有しているログテーブル等である。履歴ＩＤ欄は、本実施の形態において
、履歴を一意に識別するための情報（履歴ＩＤ）を記憶している。日時欄は、その履歴が
発生した（又は操作が行われた）日時を記憶している。対象欄は、その操作の対象（付箋
ＩＤ、台紙ＩＤ等）を記憶している。操作者欄は、その操作を行った操作者を記憶してい
る。操作欄は、操作を記憶している。移動欄は、移動操作に関する情報を記憶している。
移動元位置欄は、移動元位置（座標）を記憶している。移動先位置欄は、移動先位置（座
標）を記憶している。距離欄は、距離を記憶している。距離は、直線距離であってもよい
し、実際に移動した距離（例えば、ジグザグに移動した場合は、その軌跡の長さ）であっ
てもよい。
【００３１】
　表示装置２７０は、表示モジュール２７２、台紙・付箋操作モジュール２７４を有して
いる。表示装置２７０は、主にファシリテーターによって使用されるものであって、例え
ば、参加者が見やすいように大画面の液晶ディスプレイ等を備えている。
　表示モジュール２７２は、付箋サービス装置２００の表示情報構成モジュール２０５と
接続されている。表示モジュール２７２は、付箋サービス装置２００の表示情報構成モジ
ュール２０５による表示制御又はユーザーの操作等にしたがって表示装置２７０に表示を
行う。
　台紙・付箋操作モジュール２７４は、付箋サービス装置２００の台紙操作モジュール２
３０、付箋作成・操作モジュール２３５と接続されている。台紙・付箋操作モジュール２
７４は、台紙、付箋に対するユーザーの操作を受け取り、操作対象が台紙であるか、付箋
であるかに応じて、付箋サービス装置２００の台紙操作モジュール２３０又は付箋作成・
操作モジュール２３５にその操作を送信する。
【００３２】
　個人端末２８０は、表示モジュール２８２、台紙・付箋操作モジュール２８４を有して
いる。個人端末２８０は、会合の参加者によって使用されるものであって、例えば、参加
者が扱いやすいようにタブレット型の端末等である。
　個人端末２８０は、図１の例に示した個人付箋情報処理装置１５０の更新付箋モジュー
ル１６０を台紙・付箋操作モジュール２８４として、個人端末２８０内に組み込んだ形態
を示したものである。つまり、台紙・付箋操作モジュール２８４内には、更新付箋モジュ
ール１６０内のモジュールを含んでいる。
　表示モジュール２８２は、付箋サービス装置２００の表示情報構成モジュール２０５と
接続されている。表示モジュール２８２は、付箋サービス装置２００の表示情報構成モジ
ュール２０５による表示制御又はユーザーの操作等にしたがって個人端末２８０の表示装
置に表示を行う。
　台紙・付箋操作モジュール２８４は、付箋サービス装置２００の台紙操作モジュール２
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３０、付箋作成・操作モジュール２３５と接続されている。台紙・付箋操作モジュール２
８４は、台紙、付箋に対するユーザーの操作を受け取り、操作対象が台紙であるか、付箋
であるかに応じて、付箋サービス装置２００の台紙操作モジュール２３０又は付箋作成・
操作モジュール２３５にその操作を送信する。
【００３３】
　図３は、本実施の形態を利用した付箋システムの構成例を示す説明図である。表示装置
２７０は、一般的に大画面の表示装置を備えており、ファシリテーターによって操作され
る。この表示装置は、参加者全員が見ることができるものである。各個人端末２８０は、
会合における参加者によって操作され、一般的には、各参加者が１台ずつ所持している。
例えば、個人端末２８０として、タブレット型端末等が使用される。
　図３（ａ１）の例では、表示装置２７０が、付箋サービス装置２００を有している。そ
して、表示装置２７０、個人端末２８０Ａ、個人端末２８０Ｂ、個人端末２８０Ｃは、通
信回線２９９を介してそれぞれ接続されている。通信回線２９９は、無線、有線、これら
の組み合わせであってもよく、例えば、通信インフラとしてのインターネット、イントラ
ネット等であってもよい。この場合、付箋サービス装置２００は、表示装置２７０の画面
に表示される台紙、付箋に対する処理を行う。そして、表示装置２７０の画面の表示を、
各個人端末２８０に送信する。
【００３４】
　図３（ａ２）の例では、付箋サービス装置２００、表示装置２７０、個人端末２８０Ａ
、個人端末２８０Ｂ、個人端末２８０Ｃは、通信回線２９９を介してそれぞれ接続されて
いる。この場合、表示装置２７０、各個人端末２８０が、通信回線２９９を介して、付箋
サービス装置２００を利用する。付箋サービス装置２００の制御にしたがって、表示装置
２７０、各個人端末２８０の画面に台紙、付箋を表示する。また、付箋サービス装置２０
０による機能は、クラウドサービスとして実現してもよい。
　図３（ａ３）の例では、表示装置２７０と各個人端末２８０のそれぞれが、付箋サービ
ス装置２００を有している。表示装置２７０、個人端末２８０Ａ、個人端末２８０Ｂ、個
人端末２８０Ｃは、通信回線２９９を介してそれぞれ接続されている。この場合、各付箋
サービス装置２００が、それぞれの付箋情報処理装置（表示装置２７０、各個人端末２８
０）の画面に表示される台紙、付箋に対する処理を行う。
【００３５】
　図３（ｂ）の例では、会議室３８０には、表示装置２７０、個人端末２８０Ａ、個人端
末２８０Ｂ、個人端末２８０Ｃが設置されており、会合が行われる。表示装置２７０、個
人端末２８０Ａ、個人端末２８０Ｂ、個人端末２８０Ｃは、通信回線２９９を介してそれ
ぞれ接続されている。
　そして、付箋サービス装置２００、会議室３８０内の機器は、通信回線３９０を介して
それぞれ接続されている。通信回線３９０は、無線、有線、これらの組み合わせであって
もよく、例えば、通信インフラとしてのインターネット、イントラネット等であってもよ
い。また、付箋サービス装置２００による機能は、クラウドサービスとして実現してもよ
い。表示装置２７０が付箋サービス装置２００を利用して、表示装置２７０の画面の表示
を、各個人端末２８０に送信し、各個人端末２８０の画面にそれを表示するようにしても
よい。また、表示装置２７０、各個人端末２８０のそれぞれが、付箋サービス装置２００
を利用するようにしてもよい。
【００３６】
　図４は、本実施の形態が使用される会議室等の例、表示装置２７０、個人端末２８０の
使用例を示す説明図である。
　図４（ａ）の例に示すように、会議室等内に、参加者４１１、４１２、ファシリテータ
ー４２１が集まっている。参加者４１１は個人端末２８０Ａを利用し、参加者４１２は個
人端末２８０Ｂを利用する。一般的に、端末装置（個人端末２８０Ａ等）は参加者１人に
１個付与されており、図４（ｃ）の例に示す個人端末２８０のように、ノート程度の大き
さ（例えば、Ａ４、Ｂ５、７～１０インチ等）のタブレット型の端末であり、指又はペン
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等を用いて操作されるものである。参加者によって、テキストデータ、手書きの文字、図
形等が記載された付箋情報が作成される。また、個人端末２８０の画面には、表示装置２
７０と同様に台紙上に貼り付けられた付箋を表示する。なお、端末装置は、タブレット型
の端末に限られず、キーボード、マウス等を備えたＰＣ（ノートＰＣを含む）等であって
もよい。
【００３７】
　図４（ａ）の例に示す表示装置２７０ｘは、プロジェクターであって、台紙及び付箋を
表示する。また、表示装置２７０ｙは、電子白板であって、ファシリテーター４２１の指
又はペン等の動きを検知して、付箋を台紙（表）に貼り付けること、付箋の移動、付箋の
関連付け（グループ化）を行うこと等の操作を受け付けるものである。図４（ａ）の例に
示すように、表示装置２７０ｙには、台紙上に付箋が表示されている。また、例えば、表
示装置２７０ｙにペンが備えられており、そのペンが予め定められたペン置きから離れた
こと（ファシリテーター４２１が操作するためにペンを持ち上げたこと）、そしてペンの
先端の位置（ペン先端が表示装置２７０ｙに触れたこと等）を検知することによって、台
紙、付箋に対する操作を受け付ける。例えば、ペン置きにセンサー（ペンの重力でスイッ
チがオンオフとなるセンサー等）を設け、複数のペン（黒色のペン、赤色のペン、青色の
ペン等）のうち、どのペンが用いられているかを検知すればよい。また、表示装置２７０
ｙの表示画面全体がタッチセンサーであり、表示画面に触れられた位置、圧力を検知すれ
ばよい。
　また、表示装置２７０は、図４（ｂ）の例に示すような電子ボードであってもよい。電
子ボードは、一般的に大画面の表示装置（少なくとも、個人端末２８０の表示装置よりも
大きい）を有しており、その表示装置はタッチパネルであり、表示画面に触れられた位置
、圧力を検知する。例えば、画面として、８０インチ等の大きさを備えたものであっても
よい。
【００３８】
　図７は、本実施の形態（個人付箋情報処理装置１５０）による処理例を示すフローチャ
ートである。
　ステップＳ７０２では、更新付箋選択モジュール１６５は、ユーザーの操作に応じて、
台紙に貼り付けられている付箋を選択する。
　ステップＳ７０４では、更新付箋選択モジュール１６５は、選択した付箋の付箋ＩＤを
情報処理装置１００に送信する。
　ステップＳ７０６では、付箋更新処理モジュール１７０は、ユーザーの操作に応じて、
選択した付箋を更新する。例えば、付箋に記入されている内容に対して、テキストの付加
、修正、削除等が該当する。
【００３９】
　ステップＳ７０８では、付箋更新処理モジュール１７０は、更新内容を情報処理装置１
００に送信する。
　ステップＳ７１０では、付箋更新処理モジュール１７０は、更新完了か否かを判断し、
更新完了の場合はステップＳ７１２へ進み、それ以外の場合はステップＳ７０６へ戻る。
更新完了であると判断する場合として、例えば、更新終了ボタンの押下を検知した場合で
あってもよいし、他の付箋を選択した場合であってもよい。
　ステップＳ７１２では、付箋更新処理モジュール１７０は、対象としている付箋は更新
が完了したことを示す情報を情報処理装置１００に送信する。
【００４０】
　図８は、本実施の形態（情報処理装置１００）による処理例を示すフローチャートであ
る。
　ステップＳ８０２では、更新付箋処理モジュール１１５は、個人付箋情報処理装置１５
０から更新対象の付箋の付箋ＩＤを受信する。
　ステップＳ８０４では、更新付箋処理モジュール１１５は、その付箋に更新中であるこ
とを示す情報を付加する。例えば、図５の例に示した付箋情報テーブル５００の更新中欄
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５４０に「更新中であることを示す情報」を記憶させ、更新者欄５４５に更新者であるユ
ーザーＩＤを記憶させる。
　ステップＳ８０６では、更新付箋表示制御モジュール１２０は、その付箋は更新中であ
ることを示す表示に変更する。
【００４１】
　図９は、本実施の形態（情報処理装置１００）による処理例を示すフローチャートであ
る。
　ステップＳ９０２では、更新付箋処理モジュール１１５は、個人付箋情報処理装置１５
０から更新対象の付箋の付箋ＩＤと更新内容を受信する。
　ステップＳ９０４では、更新付箋処理モジュール１１５は、受信した更新内容にしたが
って、その付箋の内容を更新する。例えば、図５の例に示した付箋情報テーブル５００の
内容欄５９７の内容を更新する。
　ステップＳ９０６では、更新付箋表示制御モジュール１２０は、その付箋の表示内容を
変更する。
【００４２】
　図１０は、本実施の形態（情報処理装置１００）による処理例を示すフローチャートで
ある。
　ステップＳ１００２では、更新付箋処理モジュール１１５は、個人付箋情報処理装置１
５０から更新完了した付箋の付箋ＩＤを受信する。
　ステップＳ１００４では、更新付箋処理モジュール１１５は、その付箋に更新が完了し
たことを示す情報を付加する。例えば、図５の例に示した付箋情報テーブル５００の更新
中欄５４０に「更新完了したことを示す情報」を記憶させる。例えば、更新者欄５４５を
空欄とする変更を行ってもよい。
　ステップＳ１００６では、更新付箋表示制御モジュール１２０は、その付箋は更新完了
したことを示す表示（一般の付箋の表示）に変更する。
【００４３】
　図１１は、本実施の形態（個人付箋情報処理装置１５０）による処理例を示す説明図で
ある。図１１は、個人付箋情報処理装置１５０の端末画面１１００における表示例を示し
ている。付箋の送付に関する処理例を示している。端末画面１１００には、付箋１１１２
、付箋１１１４、付箋１１１６、付箋１１１８が表示されている。そして、ユーザーは操
作用指１１９０を用いて、付箋１１２０を新規に作成し、情報処理装置１００へ送信する
操作を行う。最初の送信時点では、付箋１１２０は白紙である。そして、ユーザーは付箋
１１２０に記入を行い続ける（つまり、更新中である）。その途中経過も、情報処理装置
１００に送信する。
【００４４】
　図１２は、本実施の形態（情報処理装置１００）による処理例を示す説明図である。図
１２は、情報処理装置１００の共有画面１２００における表示例を示している。付箋の更
新継続に関する処理例を示している。共有画面１２００には、付箋１２１２（付箋１１１
２に対応する共有画面１２００上の付箋）、付箋１２１４（付箋１１１４に対応する共有
画面１２００上の付箋）、付箋１２１６（付箋１１１６に対応する共有画面１２００上の
付箋）、付箋１２１８（付箋１１１８に対応する共有画面１２００上の付箋）が表示され
ている。そして、付箋１１２０（付箋１１２０に対応する共有画面１２００上の付箋）を
受信して、表示する。最初の受信時点では、白紙である。ファシリテーターは、送信され
てきた付箋１２２０を、操作用指１２９０を用いて適切な位置に配置する。前述したよう
に、付箋１２２０を送信した個人付箋情報処理装置１５０では、付箋１１２０が更新され
ている。その途中経過も、情報処理装置１００に送信される。そして、再配置を行ってい
る間も、付箋１２２０は更新され続ける。更新中の付箋１２２０の表示形態が、例えば、
ハイライトされる。
【００４５】
　図１３は、本実施の形態による処理例を示す説明図である。図１３は、個人付箋情報処
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理装置１５０の端末画面１１００における表示例を示している。更新対象の付箋を選択す
る処理例を示している。
　個人付箋情報処理装置１５０は、既に台紙に貼り付けられている付箋１１２０（更新中
ではない付箋）を、更新対象の付箋として選択（具体的には、ダブルタップ等の選択操作
）してもよい。
　端末画面１１００には、付箋１１１２、付箋１１１４、付箋１１１６、付箋１１１８、
付箋１１２０が表示されている。そして、ユーザーは操作用指１１９０を用いて、端末画
面１１００の台紙に貼り付けられている付箋群から、付箋１１２０を更新の対象としてダ
ブルタップ等の操作によって選択する。個人付箋情報処理装置１５０は、情報処理装置１
００に付箋１１２０が更新対象となったことを送信する。そして、ユーザーは付箋１１２
０に記入を行う（つまり、更新中である）。その途中経過も、情報処理装置１００に送信
する。
【００４６】
　図１４は、本実施の形態による処理例を示す説明図である。図１４は、個人付箋情報処
理装置１５０の端末画面１１００における表示例を示している。付箋の更新処理例を示し
ている。
　図１３の例に示す状態から、指定された付箋１１２０を、端末画面１１００上で拡大表
示する。ユーザーは操作用指１１９０を用いて、付箋１１２０を更新する。この例では、
図形（ベン図）を描いている。
【００４７】
　図１５は、本実施の形態による処理例を示す説明図である。図１５は、個人付箋情報処
理装置１５０の端末画面１１００における表示例を示している。更新中の表示例、更新対
象の付箋の別の選択例を示している。
　端末画面１１００には、付箋１５２２等の１３枚の付箋を表示している。このうち、付
箋１１１２、付箋１１１４、付箋１１１６、付箋１１１８、付箋１５３２、付箋１５３４
、付箋１１２０、付箋１５３６は、他の個人付箋情報処理装置１５０によって更新中であ
り、そのこと（更新中であること）を示すために枠線を点線に変更している。なお、情報
処理装置１００の共有画面１２００においても同等の表示が行われる。
　ここで、付箋１１２０に対して、ユーザーの操作用指１１９０によってピンチアウト操
作（つまり、付箋１１２０を拡大する操作）を行った場合であって、操作対象である付箋
１１２０のサイズが予め定められた閾値を超えたときは、その付箋１１２０を編集対象と
して選択したと判断する。他の個人付箋情報処理装置１５０によって更新中であっても、
編集対象とすることが可能である。
【００４８】
　図１６は、本実施の形態による処理例を示す説明図である。図１６は、個人付箋情報処
理装置１５０の端末画面１１００における表示例を示している。図１５の例に示した状態
から、付箋１１２０を拡大して、編集する例を示している。
　端末画面１１００には、付箋１１２０を拡大して、編集可能に表示する。そして、個人
付箋情報処理装置１５０のユーザーの操作用指１１９０によって編集可能となる。また、
他の個人付箋情報処理装置１５０のユーザーの操作用指１６９０によって編集されている
様子を表示する。なお、他の個人付箋情報処理装置１５０（Ａ）における操作については
、その他の個人付箋情報処理装置１５０（Ａ）から受信するようにしてもよいし、情報処
理装置１００から受信するようにしてもよい。
　また、１つの付箋に対して複数人による編集を許さない排他処理（ロック処理）を行う
ようにしてもよい。更新権限を有しているユーザーだけが更新することができ、更新権限
を有していないユーザーは更新できないようにする。そのために、更新操作があった場合
に、その付箋には既に更新権限を有している他のユーザーがいるか否かを判断し、いない
場合は、更新操作を行ったユーザーに更新権限を付与し、そのユーザーによる更新が完了
するまでは、他のユーザーに更新権限を付与しないようにすればよい。
【００４９】
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　図１７は、本実施の形態による処理例（付箋の移動処理例）を示すフローチャートであ
る。
　ステップＳ１７０２では、移動対象となっている付箋は、更新中の付箋であるか否かを
判断し、更新中の付箋である場合はステップＳ１７０４へ進み、それ以外の場合はステッ
プＳ１７０６へ進む。
　ステップＳ１７０４では、移動処理は行わないで、移動禁止であることの表示を行う。
つまり、更新中の付箋であるということは、その位置にある付箋であることを前提として
、更新しようとしているからである。つまり、その位置にある付箋に対して内容の更新を
行うことを、その更新前に表明したものであるので、更新が完了するまでは台紙上での移
動を許可しないようにしている。
　ステップＳ１７０６では、移動操作にしたがった移動処理を行う。更新中の付箋ではな
い付箋の移動操作であるので、一般的な移動処理を行う。
【００５０】
　図１８は、本実施の形態による処理例を示すフローチャートである。
　ステップＳ１８０２では、移動対象となっている付箋は、更新中の付箋であるか否かを
判断し、更新中の付箋である場合はステップＳ１８０４へ進み、それ以外の場合はステッ
プＳ１８０６へ進む。
　ステップＳ１８０４では、移動禁止であることの表示を行う。図１７の例に示したステ
ップＳ１７０４と同等の処理である。
【００５１】
　ステップＳ１８０６では、移動対象となっている付箋は、更新中の付箋と同じグループ
であるか否かを判断し、更新中の付箋と同じグループである場合はステップＳ１８０８へ
進み、それ以外の場合はステップＳ１８１０へ進む。つまり、移動対象となっている付箋
と同じグループに属している付箋として、更新中のものがあるか否かを判断するものであ
る。例えば、図５の例に示した付箋情報テーブル５００の所属グループ欄５７０内の情報
を用いて判断すればよい。
　ステップＳ１８０８では、更新中の付箋とともに、移動操作にしたがった移動処理を行
う。つまり、同じグループ内に更新中の付箋があっても、移動対象となっている付箋とそ
の更新中の付箋をともに移動する。そして、グループ内の付箋の位置関係を保持したまま
移動を行う。
　ステップＳ１８１０では、移動操作にしたがった移動処理を行う。更新中の付箋を含ま
ない移動操作であるので、一般的な移動処理を行う。
【００５２】
　なお、本実施の形態としてのプログラムが実行されるコンピュータのハードウェア構成
は、図１９に例示するように、一般的なコンピュータであり、具体的にはパーソナルコン
ピュータ、サーバーとなり得るコンピュータ等である。つまり、具体例として、処理部（
演算部）としてＣＰＵ１９０１を用い、記憶装置としてＲＡＭ１９０２、ＲＯＭ１９０３
、ＨＤ１９０４を用いている。ＨＤ１９０４として、例えばハードディスク、ＳＳＤ（Ｓ
ｏｌｉｄ　Ｓｔａｔｅ　Ｄｒｉｖｅ）を用いてもよい。通信モジュール１０５、更新付箋
モジュール１１０、更新付箋処理モジュール１１５、更新付箋表示制御モジュール１２０
、通信モジュール１５５、更新付箋モジュール１６０、更新付箋選択モジュール１６５、
付箋更新処理モジュール１７０、表示情報構成モジュール２０５、付箋管理モジュール２
１０、台紙機能管理モジュール２１５、利用台紙管理モジュール２２０、台紙操作モジュ
ール２３０、付箋作成・操作モジュール２３５、表示モジュール２７２、台紙・付箋操作
モジュール２７４、表示モジュール２８２、台紙・付箋操作モジュール２８４等のプログ
ラムを実行するＣＰＵ１９０１と、そのプログラムやデータを記憶するＲＡＭ１９０２と
、本コンピュータを起動するためのプログラム等が格納されているＲＯＭ１９０３と、付
箋・台紙情報ＤＢ２４０、操作情報ＤＢ２４５等の機能を有する補助記憶装置（フラッシ
ュ・メモリ等であってもよい）であるＨＤ１９０４と、キーボード、マウス、タッチスク
リーン、マイク等に対する利用者の操作に基づいてデータを受け付ける受付装置１９０６
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と、ＣＲＴ、液晶ディスプレイ、スピーカー等の出力装置１９０５と、ネットワークイン
タフェースカード等の通信ネットワークと接続するための通信回線インタフェース１９０
７、そして、それらをつないでデータのやりとりをするためのバス１９０８により構成さ
れている。これらのコンピュータが複数台互いにネットワークによって接続されていても
よい。
【００５３】
　前述の実施の形態のうち、コンピュータ・プログラムによるものについては、本ハード
ウェア構成のシステムにソフトウェアであるコンピュータ・プログラムを読み込ませ、ソ
フトウェアとハードウェア資源とが協働して、前述の実施の形態が実現される。
　なお、図１９に示すハードウェア構成は、１つの構成例を示すものであり、本実施の形
態は、図１９に示す構成に限らず、本実施の形態において説明したモジュールを実行可能
な構成であればよい。例えば、一部のモジュールを専用のハードウェア（例えば特定用途
向け集積回路（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃ
ｉｒｃｕｉｔ：ＡＳＩＣ）等）で構成してもよく、一部のモジュールは外部のシステム内
にあり通信回線で接続している形態でもよく、さらに図１９に示すシステムが複数互いに
通信回線によって接続されていて互いに協調動作するようにしてもよい。また、特に、パ
ーソナルコンピュータの他、携帯情報通信機器（携帯電話、スマートフォン、モバイル機
器、ウェアラブルコンピュータ等を含む）、情報家電、ロボット、複写機、ファックス、
スキャナ、プリンタ、複合機（スキャナ、プリンタ、複写機、ファックス等のいずれか２
つ以上の機能を有している画像処理装置）などに組み込まれていてもよい。
【００５４】
　なお、説明したプログラムについては、記録媒体に格納して提供してもよく、また、そ
のプログラムを通信手段によって提供してもよい。その場合、例えば、前記説明したプロ
グラムについて、「プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体」の発明
として捉えてもよい。
　「プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、プログラムのイ
ンストール、実行、プログラムの流通等のために用いられる、プログラムが記録されたコ
ンピュータで読み取り可能な記録媒体をいう。
　なお、記録媒体としては、例えば、デジタル・バーサタイル・ディスク（ＤＶＤ）であ
って、ＤＶＤフォーラムで策定された規格である「ＤＶＤ－Ｒ、ＤＶＤ－ＲＷ、ＤＶＤ－
ＲＡＭ等」、ＤＶＤ＋ＲＷで策定された規格である「ＤＶＤ＋Ｒ、ＤＶＤ＋ＲＷ等」、コ
ンパクトディスク（ＣＤ）であって、読出し専用メモリ（ＣＤ－ＲＯＭ）、ＣＤレコーダ
ブル（ＣＤ－Ｒ）、ＣＤリライタブル（ＣＤ－ＲＷ）等、ブルーレイ・ディスク（Ｂｌｕ
－ｒａｙ（登録商標）　Ｄｉｓｃ）、光磁気ディスク（ＭＯ）、フレキシブルディスク（
ＦＤ）、磁気テープ、ハードディスク、読出し専用メモリ（ＲＯＭ）、電気的消去及び書
換可能な読出し専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、フラッシュ・メモリ、ランダ
ム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）、ＳＤ（Ｓｅｃｕｒｅ　Ｄｉｇｉｔａｌ）メモリーカー
ド等が含まれる。
　そして、前記のプログラムの全体又はその一部は、前記記録媒体に記録して保存や流通
等させてもよい。また、通信によって、例えば、ローカル・エリア・ネットワーク（ＬＡ
Ｎ）、メトロポリタン・エリア・ネットワーク（ＭＡＮ）、ワイド・エリア・ネットワー
ク（ＷＡＮ）、インターネット、イントラネット、エクストラネット等に用いられる有線
ネットワーク、又は無線通信ネットワーク、さらにこれらの組み合わせ等の伝送媒体を用
いて伝送させてもよく、また、搬送波に乗せて搬送させてもよい。
　さらに、前記のプログラムは、他のプログラムの一部分又は全部であってもよく、又は
別個のプログラムと共に記録媒体に記録されていてもよい。また、複数の記録媒体に分割
して記録されていてもよい。また、圧縮や暗号化等、復元可能であればどのような態様で
記録されていてもよい。
【符号の説明】
【００５５】
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　１００…情報処理装置
　１０５…通信モジュール
　１１０…更新付箋モジュール
　１１５…更新付箋処理モジュール
　１２０…更新付箋表示制御モジュール
　１５０…個人付箋情報処理装置
　１５５…通信モジュール
　１６０…更新付箋モジュール
　１６５…更新付箋選択モジュール
　１７０…付箋更新処理モジュール
　２００…付箋サービス装置
　２０５…表示情報構成モジュール
　２１０…付箋管理モジュール
　２１５…台紙機能管理モジュール
　２２０…利用台紙管理モジュール
　２３０…台紙操作モジュール
　２３５…付箋作成・操作モジュール
　２４０…付箋・台紙情報ＤＢ
　２４５…操作情報ＤＢ
　２７０…表示装置
　２７２…表示モジュール
　２７４…台紙・付箋操作モジュール
　２８０…個人端末
　２８２…表示モジュール
　２８４…台紙・付箋操作モジュール
　２９９…通信回線
　３８０…会議室
　３９０…通信回線
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